
1 学校の沿革

明 7. 5.14 草津、前口、小雨、生須の4ケ村が連合で草津光泉寺内に仮校舎を定めて創立開校。
本県第18番中学区第198番草津小学校と称する。後（明11.12）小雨、生須は分離。

明33. 7. 1 草津村と前口村を併せて草津町となり、草津尋常小学校と改称。
昭22. 4. 1 学制が改革され草津町立草津小学校と改称。
昭48. 5.30 統合校舎落成式。
昭55.11. 7 孫天狗（スキー場、アスレチック）をＰＴＡ奉仕作業により完成。
昭56.11.25 県教委同和教育指定地区研究発表実施。
昭58. 2.22 第38回あかぎ国体冬季スキー競技会開会式に鼓笛出演。
昭61. 4. 1 県教委指定体力つくり実践推進校に指定。
平 3. 2.10 県社会福祉協力校に指定。（平成５年度まで）
平 7. 4. 1 県立図書館より親子20分間読書運動推進校に指定。
平11. 4. 1 文部省より「歯・口健康つくり実践推進指定校」の指定。（２カ年）
平13. 4. 1 群馬県教育委員会「新しい学校経営に関する調査研究委託事業」の指定。（２カ年）
平17. 4. 1 文部科学省より「確かな学力育成のための実践研究事業」の指定。（２カ年）
平18. 4. 7 集団登下校を開始。
平22．9. 6 校舎耐震補強工事完了。校舎東・北トイレ改修。県JRC活動実践推進校指定。県教委「特色ある学校」受賞。
平23.10.30 玄関下駄箱改修。校庭街灯設置（３カ所）。校庭東ユニットハウス設置。県JRC活動研究発表(12月)。
平24. 8. 1 体育館カーテン改修。校地内防犯灯設置(12月)。東玄関改修工事（12月～3月）。
平26.12.26 体育館耐震工事および、内装、床材改修工事完了（6月6日～12月26日）。
平28. 4. 1 通級指導教室を開設。
平30. 9. 1 学校安全施設整備として、校庭フェンス・正門門扉、体育倉庫完成。保健室等にエアコン設置（４教室、3月）｡
令２. 3. 2 新型コロナウイルス感染症対策に伴う臨時休校（～5月31日）。卒業式･入学式は縮小､修了式･退任式は実施せず。
令３. 3. 1 GIGAスクール構想に伴う1人１端末（タブレット）の導入。ＩＣＴを活用した学習が始まる。
令５. 4. 1 ぐんま子どもの体力向上推進事業モデル校の指定

２ 学校経営の基本構想

＜学校教育目標＞
・日本国憲法、教育基本法 自ら考え、正しく判断し、意欲的に ・時代の要請、展望
・学校教育法 行動できる草津っ子の育成 ・社会の要請、展望
・群馬県教育大綱・群馬 ・保護者や家庭の実態
県教育振興基本計画 ・児童の実態

・県教委学校教育の指針 ［教育スローガン］ ・保護者の願い
・吾妻教育事務所方針 「やさしく」「つよく」「かしこく」「すこやかに」 ・教師の願い
・草津町教育基本方針等 ・児童の可能性

《目指す具体像》
【児童像】 ◇相手の立場に立って考え行動できる子 ◇正しい判断ができる子

◇自分の課題を追究できる子 ◇自他の生命を尊重できる子

【教師像】 全ての子どもを愛し、教師としての力を高め、情熱を継続できる教師

【学校像】 わくわくする学校 ～ 楽しい 伸びる ～

〔学校経営の方針〕
《児童の実態》 －学習指導－ 《保護者の願い》
〇長所 (1)学習指導要領の趣旨を踏まえ、児童に「生きる力」 ・安全、安心な学校
・明るく社交的 をはぐくむことを目指し、創意工夫のある授業を ・基礎学力のある子
・新しい考えを受け入れる 展開する。 ・思いやりのある子
・本気になると力を発揮する (2)基礎的・基本的な知識・技能の確実な定着を図り、 ・健康で元気な子
・地域活動に参加する子が多い 考えを深め、表現力の育成を図る。 ・けじめのある子
〇短所 －学習外指導－ 《教師の願い》
・地道な努力を継続するこ (1)児童一人一人の心身の状態、家庭環境などの丁寧 ・基礎学力のある子
とが苦手。 な把握に努め、全教職員の共通理解のもと、適切 ・生活習慣の確立

・ﾒﾃﾞｨｱ接触時間が多く、家 な指導・支援を行い、「一人一人を大切にする学校」 ・学習習慣の確立
庭学習習慣が未確立 づくりに努める。 ・仲良く助け合う子

・基本的生活習慣が未確立 (2)道徳の時間を中心とした道徳教育の充実に努め、 ・よく働く子
・規範意識が不足 「思いやり」のある豊かな人間性を育成する。 ・さわやかな態度の子

３ 学校経営の重点

（１）基礎学力の向上
①「早寝、早起き、朝ごはん、朝読書、朝学習」の生活リズムを作り、落ち着いた雰囲気で基礎学力の向上を図る。
②基礎基本の定着を図る反復学習と、思考力・判断力・表現力を養う、学び合いのある授業を共通実践する。
③家庭との連携を図り、アウトメディアの啓発を推進すると共に、適切なＩＣＴの活用法や家庭学習の習慣化、基本的な生
活習慣の確立を図る。

（２）豊かな人間性の育成
①全校で朝の10分間読書を継続すると共に、集会活動等を実施し、集団の質の向上や豊かな情操の育成に努める。
②ＪＲＣ活動の「気づき、考え、実行する」の実践場面や委員会等の常時活動を設定し、共に生きる共同・協働意識と感謝
の心を醸成する。

③異学年・異学級児童の心と身体の交流場面（団活動や集団登下校等）を設定し、助け合う人間関係を醸成する。

（３）基礎体力の向上
①教科体育では運動量と学び合いを確保すると共に、目標を持って持久力・調整力運動に取り組めるようにし、基礎的体力
の向上を図る。

②自力（徒歩）通学を奨励すると共に、業前・業間の時間等に運動量ある遊びやマラソン・なわとび等を定期的に実施し、
日常的な体力作りを実践させる。

③地域で行われているスポーツ活動に参加・協力し、体力・技能と共に感謝の心を育成する。

（４）生徒指導の充実
①あいさつ、返事、言葉遣い、集合時の態度など基本的な生活習慣や、学習習慣を身に付ける指導の徹底を図る。
②授業中の学習規律向上を図り、「分かる・できる・伸びる」授業の実践を通して、積極的な生徒指導を進める。
③不登校・いじめ等の問題行動の未然防止に努めるとともに、例月の点検をし、共通理解・早期発見・早期対応を図る。

（５）特別支援教育の充実
①通級指導教室を活用した、学習支援や特別な支援を要する児童への支援体制を推進・充実させる。
②コーディネーターを中心にスクールカウンセラーとも連携し、要特別支援児童や保護者へのサポートを図る。
③授業のユニバーサルデザイン化を進め、視覚的な補助や見通し、スモールステップやパターンのある展開を実践する。

（６）職員研修の推進
①校内研修を中心として一人一研究授業を進め、基礎基本の習熟・定着と思考力・判断力・表現力を養う実践に取り組む。
②管理職等による日常的な授業参観指導や人事評価に関わる授業参観指導を計画的に実施する。
③各教師の経験や分掌に応じた先進校視察や講演会等の研修の機会を与え、教師としての資質向上を図る。

（７）地域および関係機関との連携推進
①読み聞かせ・スキー・水泳・英語・音楽等の授業や活動で、地域人材を積極的に活用し、豊かな学習や学校生活の向上及
び指導の充実を図る。

②定例的に地域に情報を発信すると共に、積極的に地域活動に参加し、地域や他機関からの情報を受けると共に早期対応や
啓発活動に努める。

③社会に開かれた教育課程の推進による地域学習等の実施にあたり、保護者や地域、関係機関との積極的な連携・協力を図る。
④コミュニティースクール体制の整備。

４ 職員組織
担任等 氏 名 主な校務分掌等 担任等 氏 名 主な校務分掌等

1 校 長 水出 宣広 校務全般､学校評議員 14 通級 担任 木暮みさ子 ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰCN、図書、

ＰＴＡ顧問 特別支援、ﾏｰﾁﾝｸﾞ､前口

2 教 頭 齊藤 幸子
校務全般

15 通級 担任 大塚 佳子
安全､道徳､ 図工、特別支援

ＰＴＡ書記 ｶﾗｰｶﾞｰｽﾞ、本町・新田

3 教務主任 山田 浩昭 教務全般、ＰＴＡ会計､文京 16 養護教諭 冨澤奈保子 保健関係全般
理科､学社連携､ｱﾙﾍﾟﾝ 学校保健委員会、南本町

4 １松 担任 鎌原 和
研修主任、国語

17 栄 養 士 黒岩 未央 学校給食ｾﾝﾀｰ､食育、
カラーガーズ、昭和 給食指導

5 ２松 担任 水出 英基 給食・食育、クラブ､生活総合、 18 事務職員 本多 昭司
庶務、経理、備品

クロカン、東殿塚 施設設備、文書管理

6 ３松 担任 関 輝 生徒指導､スキー主任 19 スクールカウンセラー 武井 一茂 カウンセリング
算数、ｱﾙﾍﾟﾝ､泉水

7 ４松 担任 松倉 海斗
体育主任、スポ少総務、

20 マイタウンティーチャー 中島 明美 学習支援・学習補助
団、ｼﾞｬﾝﾌﾟ、馬場・立町・地蔵

8 ４竹 担任 大川 愛弓 保健主事、学力向上ＣＮ、ＪＳＶ、 21 学校支援員 黒岩 久江 児童支援・用務全般
外国語、ﾏｰﾁﾝｸﾞ、昭和

9 ５松 担任 木暮千枝子 音楽主任、人権教育、 22 学校支援員 黒岩亜希子 児童支援・用務全般
家庭科、ﾏｰﾁﾝｸﾞ、南本町

10 ６松 担任 岡部 雄祐
情報主任、特活･児童会、ＪＲＣ、

23 学校支援員 御友亜希子 児童支援・用務全般
クロカン、西殿塚

11 梅組 担任 小山 祐樹 キャリア、緑の少年団･愛鳥ﾓﾃ゙ﾙ 24 教員業務支援員 長谷川 勇 校務補助
校、社会、特別支援、クロカン、文京

12 桜組 担任 山野 悟
特別支援ＣＮ、ｼﾞｬﾝﾌﾟ

25 Ａ Ｌ Ｔ ﾀｲﾗｰ・ｶｰﾋﾞｰ 外国語活動補助
馬場・立町・地蔵

13 桜組副担任 川添 清心
環境主任、特別支援 ＪＳＶ（伊藤 義明）
ｶﾗｰｶﾞｰｽﾞ、泉水

５ ＰＴＡ本部役員 ＊会員数（Ｐ１４１＋Ｔ１８＝１５９）

会 長 副会長 書 記 会 計 顧 問

Ｐ：安齋 浩 Ｐ：佐鳥 桃子 Ｐ：宮嵜 正雄 Ｐ：土屋 和貴
Ｐ：宮嵜 順平 Ｐ：八嶋 彩 Ｐ：宮﨑 麻希 Ｔ：水出 宣広

Ｐ：武藤 恭平 Ｐ：福田祐美子 Ｔ：齊藤 幸子 Ｔ：山田 浩昭
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６ 校内研修
(1) 研修主題

主体的に体力向上に取り組む草津っ子の育成 ～ 運動の楽しさや喜びを味わえる場の工夫を通して ～

(2) 研修内容
・体育・保健体育の授業による取組
〇児童が主体的に体力向上に取り組めるよう、体育授業研究班を設置し学習過程を研究する。
〇授業のねらいに合わせ外部講師を活用し、専門的な技術指導（スキー、水泳等）を受ける機会をコーディネートしていく。
〇ＩＣＴ機器を活用し、自分の動きの確認やモデル動作によるイメージづくりを児童が自ら視聴できる環境を整える。

・学校全体としての取組
〇児童が主体的に工夫し活動できる場を設ける。（団活動の時間、児童会委員会との連携）
〇計画的に新体力テストや意識調査の実施、万歩計による運動量の見える化により、児童が自分で評価検証できる場を設定する。
〇体力向上に対する主体的な取り組みを、他の教科等の指導へつなげ教職員の指導力向上を図る。

(3) 研修計画
１学期 ：研修計画立案。実態把握。授業実践の確認と体力向上法の研修。１学期の成果と課題及び対策検討。
２学期 ：授業・活動の実践。指導主事計画訪問。２学期までの成果と課題及び対策検討。
３学期 ：課題対策の推進。研修のまとめ。紀要作成。評価と次年度への展望。

７ 学級編制・児童数 ９学級（７学級＋特別支援２学級） ＊４月７日現在

１ 年 ２ 年 ３ 年 ４ 年 ５ 年 ６ 年 全 校
男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

松 7 16 23 13 11 24 12 12 24 11 9 20 13 12 25 17 15 32 家庭数 141

竹 * * * * * * * * * 11 7 18 * * * * * * 児童数

特 0 0 0 0 0 0 3 0 3 1 0 1 2 1 3 0 1 1 男 女 合計

計 7 16 23 13 11 24 15 12 27 23 16 39 15 13 28 17 16 33 90 84 174

８ 校時表 （児童登校7:50～8:10） ９ 月別主要行事予定
活動等 設定時刻 月 行 事

身辺整理・ﾄｲﾚ等 ８：００～ ８：１５ ４ 新任式 始業式 入学式 避難訓練（地震） 健康診断
ＰＵﾀｲﾑ･朝読書 ８：１５～ ８：２５ 1年生を迎える会 授業参観 学年懇談会 PTA専門委員会

短学活･健康観察 ８：２５～ ８：３５ ５ 家庭訪問交通安全教室 避難訓練（不審者）･PTA救命救急法・環境整備
第１校時 ８：３５～ ９：２０ ６ 修学旅行 自転車講習会 学校保健委員会

第２校時 ９：２５～１０：１０ ７ 林間学校 終業式 郡水泳記録会 夏季休業日
業間活動・休み時間 １０：１０～１０：３０ ８ 県水泳記録会 始業式

第３校時 １０：３０～１１：１５ ９ 大運動会 指導主事計画訪問 万引き防止教室
第４校時 １１：２０～１２：０５ 学年遠足

給食・歯磨き １２：０５～１２：５０ １０ 郡陸上記録会 校内マラソン大会

清掃 １２：５０～１３：１０ １１ 町文化祭 自衛消防訓練（火災） 校内音楽発表会
昼休み １３：１０～１３：３０ １２ 終業式 冬季休業日

第５校時 １３：３０～１４：１５ １ 始業式 スキー授業 入学説明会 校内クロカン大会
第６校時 １４：２０～１５：０５ 学力診断テスト 中学校入学説明会

帰りの短学活 １５：０５～１５：１５ ２ 校内スキー大会（ｼﾞｬﾝﾌﾟ･ｱﾙﾍﾟﾝ） 授業参観 PTA総会
集団下校 (月)14:30集合14:40下校

３
６年生を送る会

卒業式 修了式 退任式 学年末休業日

１０ 教室配置図

体育館
倉庫 少人数 準

小体育室 ６ＴＴ ６松 備 図工室倉庫 ルーム 室

会議室
ﾄｲﾚ女 ２ 階 ﾄｲﾚ男

カウンセリングルーム
ﾄｲﾚ男 ﾄｲﾚ女

読み聞かせ資料

図書室集会コンピュータールーム 英語ﾙｰﾑ ５ ＴＴ ５松 ４ＴＴ ４竹 ４松 ３松 ３ＴＴ
ルーム

ボイラ ー室

３ 階
ﾄｲﾚ 調理 給 資 公

被服室 湯 通級 2 通級 1 東 料 仕
第１ 倉庫 実習室 室 室 室準 第２ スキー 第２ 準 玄

第１理科室 備 備 音楽室室 理科室 用具室 音楽室 室 関
１ 階

ﾄｲﾚ女 職員ﾄｲﾚ男
（中庭） 校長室

ﾄｲﾚ男 職員ﾄｲﾚ女
印刷室

職員室
教材室 多目的 スキー 多目的 教 材

２ ＴＴ ２松 桜 １松 １ＴＴ 梅 保健室 ホールルーム 置き場 更 衣 放送

令和５年度
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草津町立草津小学校
〒377-1711
群馬県吾妻郡草津町大字草津３番地１
TEL 0279-88-2156 FAX 0279-88-2125
e-mail kusasyo@kusatsu.ed.jp
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://kusatsu-es.kusatsu.ed.jp/
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作
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れ
ゆ
く
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庭
に

伸
び
て
ゆ
く

伸
び
て
ゆ
く

明
日
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の
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命

か
ら
松
の
若
芽
の
よ
う
に

天
を
指
し
強
く
育
と
う

白
根
の
麓

明
る
い
母
校

あ
あ

草
津

草
津
小
学
校

高
原
の
空
澄
む
学
窓
に

語
り
合
う

語
り
合
う

大
き
な
希
望

白
樺
の
若
葉
の
よ
う
に

地
を
覆
い
清
く
茂
ろ
う

い
で
湯
の
ほ
と
り
楽
し
い
母
校

あ
あ

草
津

草
津
小
学
校


